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2019年、愛媛県松山港にダイヤモンド・プリンセスが初入港 

愛媛県知事 中村時広氏がプリンセス・クルーズを訪問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プリンセス・クルーズは、日本発着クルーズを運航するダイヤモンド・プリンセスが、2019 年松山港

に初入港することを受け、2017 年 12 月 27 日に愛媛県知事 中村時広氏の来訪を受けました。 

 

 これは、プリンセス・クルーズが 2019 年日本発着クルーズにおいて、新寄港地として松山港を選定

したことに対する地域貢献への御礼と今後のさらなる寄港要請のためで、知事からは松山市をはじめと

する愛媛県の魅力も紹介され、終始和やかな雰囲気で会談が行われました。 

 

 愛媛県知事 中村時広氏は今回の訪問において、次のように述べています。 

「2019 年にダイヤモンド・プリンセスが松山に初入港いただけること、心から御礼申し上げます。私は

松山生まれで、幼い頃から船には馴染みがありますが、このような大型客船の受入が実現することを誠

に嬉しく思います。愛媛は道後温泉や国指定の重要文化財である松山城、サイクリストの聖地しまなみ

海道などがあり、また、食材も豊富で新鮮な魚介類も楽しむことができる観光地として非常に魅力的な

土地です。港の受入体制を整え、入港の際には精一杯の温かいおもてなしでお迎えしますので、ぜひ今

後もプリンセス・クルーズに寄港していただきたいと考えています」。 

 

 また、プリンセス・クルーズ ジャパンオフィスである株式会社カーニバル・ジャパン代表取締役社

長 堀川悟は次のように述べました。 

「今回の初寄港地選定のため、松山の視察を実施しました。実際に訪問してみると自然豊かで観光も楽

しめる素晴らしい土地であり、国内外のお客様にご満足いただける寄港地であると確信しました。2019

年に 7年目を迎える日本発着クルーズにおいて、新たに魅力的な寄港地が増えることを、私自身も大変

嬉しく思います。2019 年の松山への初入港を今から楽しみにしています」。 

 

 2019 年日本発着クルーズでは、松山港をはじめ、高松、宮古島、蒲郡、新潟、姫路、宮古、和歌山下

津の全 8港にダイヤモンド・プリンセスが初入港します。 

 

 

 

 

左より：愛媛県知事 中村 時広氏、カーニバル・ジャパン代表取締役社長 堀川 悟 

http://www.princesscruises.jp/


 

 

プリンセス・クルーズについて 

世界最大の国際的なプレミアムクルーズラインであるプリンセス・クルーズは、現在 17隻の近代的な

客船を運航する、世界的なクルーズ会社。革新的なデザインの客船で、食事やエンターテイメント、施

設の豊富な選択肢を、上質なカスタマーサービスとともに提供。世界的なクルーズ会社のリーダーとし

て、年間200万人のゲストを世界の360以上の目的地に向けて、3泊から 111泊の日程でバラエティ豊か

な150以上のクルーズを運航。 

プリンセス・クルーズは、カーニバル・コーポレーション& plc (NYSE/LSE:CCL; NYSE:CUK)傘下の会社。 

 

プリンセス・クルーズの主な受賞歴 

 米国のトラベル関連のウエブサイト「USA トゥデイズ 10ベスト.com」リーダーズ・チョイス・アワー

ド 2016 においてベスト・オーシャンクルーズライン賞第 1位、ベスト・クルーズシップ ダイニン

グ部門にてロイヤル・プリンセスが第 1 位、ベスト・クルーズシップ エンターテイメント部門に

てリーガル・プリンセスが第 1位、ベスト・クルーズシップファミリー向け客船部門にクラウン・

プリンセスが第 2位、リーガル・プリンセスが第 3位、ロイヤル・プリンセスが第 6位を受賞 

 米国クルーズ誌大手「ポートフォール・クルーズ・マガジン」リーダーズ・チョイス・アワード 2016

にて、ベスト・中米コース、ベスト・南太平洋コース、ベスト・オンボード・ショッピング、ベス

ト・シグネチャー・カクテルを受賞 

 英国クルーズ誌最大手「クルーズ・インターナショナル」主催「クルーズ・インターナショナル・

アワード 2016」において、「ベスト・クルーズ・ライン賞」を三年連続で受賞 

 米国トラベル誌最大手「トラベル・ウィークリー」の「トラベル・ウィークリー・リーダーズ・チョ

イス・アワード 2015」にて「ベスト・クルーズ・ライン・イン・アラスカ」を 2015 年 12 月に受賞。

（9年連続の受賞）。米国でのベストクルーズラインであることが評価され「ベスト・ドメスティッ

ク・クルーズ・ライン」を同時に受賞 

 米国のトラベル関連のウエブサイト「レコメンド」が主催する「リーダーズ・チョイス・アワード

2015」にて、ベストクルーズライン クルーズコース部門賞を 2014 年に引き続き 2015 年 12 月に

受賞 

 「2015 トラベル・ウィークリー・アジア・リーダーズ・チョイス・アワード」のサービス・エク

セレンス・カテゴリーでベスト・クルーズ・ライン賞を、2015 年 10 月に受賞 

 

【国内での受賞】 

 第9回「観光庁長官表彰」を2017年10月受賞 

 第3回「ジャパン・ツーリズム・アワード」で、海外領域 ビジネス部門で部門賞を2017年9月受賞、

また第1回同アワードにて、観光関連産業部門 部門賞を2015年9月受賞 

 神戸市におけるクルーズ振興に貢献した功績が評価され、神戸市より「Cruise Line of Excellence」

を2016年11月受賞 

 日本の歴史あるクルーズ誌「クルーズ」の読者投票「クルーズシップ・オブ・ザ・イヤー」におい

て2014年度、2015年度、2016年度と、プリンセス・クルーズが「外国船社部門第1位」、客船『ダ

イヤモンド・プリンセス』が「外国船部門第1位」、「総合部門第3位」を三年連続で受賞 

 日本水先人会連合会が選ぶ「ベストクオリティーシップ2014」を2015年6月受賞 

 日本外航客船協会主催「クルーズ・オブ・ザ・イヤー2014」にて、プリンセス・クルーズの日本発

着クルーズが2014年12月に「グランプリ」受賞 

 一般社団法人日本旅行業協会主催「JATA ツーリズム大賞 2013」にて、「運輸部門優秀賞」を2013

年9月受賞 

http://phx.corporate-ir.net/phoenix.zhtml?c=140690&p=irol-index

